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(54)【発明の名称】 液晶表示装置およびその駆動方法

(57)【要約】
【課題】表示領域と非表示領域に分ける部分表示機能を
有する液晶表示装置において、表示に影響を及ぼすこと
なく低消費電力化を実現する。
【解決手段】本発明の液晶表示装置は、液晶表示パネル
１と、この液晶表示パネルの走査電極に選択電圧を印加
するゲートドライバ２と、液晶表示パネルに表示データ
の信号電圧を供給するソースドライバ３と、液晶表示パ
ネルの駆動に必要な電圧レベルを形成しゲートおよびソ
ースドライバに供給する駆動電圧形成回路４と、これら
回路を制御する信号を形成し、その信号によって回路を
制御するコントローラ５と、非表示領域部分の走査電極
の走査を時分割で行うように制御する時分割制御回路７
と、電源６とを有し、走査期間を減少させることにより
消費電力を低減する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶表示パネルの表示画面の一部分のみ
を表示領域とし、他の部分を非表示領域とする部分表示
機能を有する液晶表示装置において、前記表示領域およ
び非表示領域部分の走査電極の走査を時分割で行うよう
に制御する時分割制御回路を備えたことを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項２】  液晶表示パネルと、この液晶表示パネル
の走査電極に選択電圧を印加する走査線ドライバと、前
記液晶表示パネルに表示データの信号電圧を供給する信
号線ドライバと、前記液晶表示パネルの駆動に必要な電
圧レベルを形成し前記走査線および信号線ドライバに供
給する駆動電圧形成回路と、これら回路を制御する信号
を形成しその信号によって回路を制御するコントローラ
とを有し、表示領域・非表示領域に分ける部分表示機能
を有する液晶表示装置において、前記表示領域および非
表示領域部分の走査電極の走査を時分割で行うように制
御する時分割制御回路を備えたことを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項３】  前記時分割制御回路は、フレーム期間毎
の画面走査開始信号ＦＭＲと一走査線選択信号ＣＬＹに
より１フレームの走査期間をカウントするラインアドレ
スカウンタ、非表示領域の分割数を予め設定する分割数
レジスタ、部分表示（パーシャル表示）の走査期間を格
納する表示アドレスレジスタ、表示アドレスレジスタと
分割数レジスタの出力から非表示の走査ラインを分割演
算する分割演算回路、表示アドレスレジスタと分割数レ
ジスタの出力からゲート信号のアクティブ・非アクティ
ブを制御する表示コントロールとから構成されることを
特徴とする請求項１または２記載の液晶表示装置。
【請求項４】  液晶表示パネルの表示画面の一部分だけ
を表示領域とし、他の部分を非表示領域とする部分表示
機能を有する液晶表示装置において、前記表示領域およ
び非表示領域部分の走査タイミングを任意に指定可能な
制御回路を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】  前記走査タイミングの指定は、前記制御
回路を構成する非表示領域部分の分割数を指定する分割
数レジスタと走査するアドレスを格納する表示アドレス
レジスタと前記２つのレジスタからと、フレーム期間毎
の画面走査開始信号ＦＭＲと一走査線選択信号ＣＬＹに
より１フレームの走査期間をカウントするラインアドレ
スカウンタ、表示アドレスレジスタと分割数レジスタの
出力から非表示の走査ラインを分割演算する分割演算回
路、表示アドレスレジスタと分割数レジスタの出力から
ゲート信号のアクティブ・非アクティブを制御する表示
コントロールにより行うことを特徴とする請求項４記載
の液晶表示装置。
【請求項６】  液晶表示パネルの表示画面の一部分だけ
を表示領域とし、他の部分を非表示領域とする部分表示
機能を有する液晶表示装置の駆動方法において、前記表*
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*示領域および非表示領域部分の走査タイミングを任意に
指定できるよう制御することを特徴とする液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項７】  液晶表示パネルの表示画面の一部分だけ
を表示領域とし、他の部分を非表示領域とする部分表示
機能を有する液晶表示装置の駆動方法において、前記非
表示領域を複数に分割し、１フレーム内において前記表
示領域の走査と分割された非表示領域の少なくとも一つ
の領域の走査を行うことを特徴とする液晶表示装置の駆
動方法。
【請求項８】  液晶表示パネルの表示画面の一部分だけ
を表示領域とし、他の部分を非表示領域とする部分表示
機能を有する液晶表示装置の駆動方法において、前記非
表示領域を複数に分割し、１フレーム内において前記表
示領域または分割された非表示領域の少なくとも一つの
領域の走査を行うことを特徴とする液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項９】  何も走査しないフレームを挟み込むこと
を特徴とする請求項７または８記載の液晶表示装置の駆
動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、部分表示機能を備
える液晶表示装置およびその駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来のＳＴＮ液晶表示パネルを用いた携
帯電話等の液晶表示制御装置では、全画面表示から待ち
受け時には部分表示（パーシャル表示）を行い、１フレ
ームの周波数を変えることなく液晶駆動デューティを下
げ液晶駆動電圧を低減することでトータルの消費電力を
低減すること行ってきた。しかし、時代のトレンドがＳ
ＴＮ液晶表示パネルからＴＦＴ液晶表示パネルへと移り
変わり始めている。
【０００３】そのＴＦＴ液晶表示パネルについて、図９
のＴＦＴ液晶表示パネルの等価回路を用いて説明をす
る。図９のように複数の走査電極１１２と複数の信号電
極１１３の両方がマトリクス状に形成され、さらに走査
電極１１２と信号電極１１３との交点近傍に各画素毎に
トランジスタ１１７からなるスイッチング素子が形成さ
れ、さらに画素毎にスイッチング素子に接続された画素
電極が形成される。この基板と所定の間隔で対向して配
置される他方の基板に、共通電位１１８に接続された共
通電極を必要に応じて（共通電極は素子基板に形成する
場合もある）配置して構成される。一対の基板間に挟持
される液晶層は、画素電極と共通電極に挟まれた部分が
各画素の液晶層１１４として画素毎に駆動される。
【０００４】周知のように、各画素毎に配置されるトラ
ンジスタ１１７のゲートは走査電極１１２に、ソースは
信号電極１１３に、ドレインは画素電極に接続される。
ゲートドライバ（走査線ドライバ）２により選択期間に
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走査電極１１２に印加される選択電圧に応じてトランジ
スタ１１７が導通し、導通したトランジスタ１１７を介
してソースドライバ（信号線ドライバ）３から画素電極
にデータ信号を供給する。走査電極１１２に非選択電圧
が印加されるとトランジスタ１１７は非導通となる。素
子基板には画素電極に接続された蓄積容量が必要に応じ
て接続されて、印加された電圧を蓄積保持するが、蓄積
電荷がリークにより変動するためリフレッシュが必要に
なる。
【０００５】そのため現在の携帯電話機等のＴＦＴ液晶
表示パネルでは非表示部分においても通常と同じ走査を
実施し、背景色として黒や白あるいその他の色を表示し
ている。つまりＴＦＴ液晶表示パネルではその構成上選
択期間に印加された電圧を蓄積容量により保持をするた
め定期的に蓄積容量にリフレッシュを実施しなければ保
持した蓄積電荷がリークにより変動し、色が変わる等の
表示品質の低下を招くためパーシャル表示においても通
常と同じ走査を行っており、低消費電力化を実現するこ
とが難しかった。
【０００６】なお、従来も部分表示機能を備える液晶表
示装置はいくつか提案されている。例えば、特開平１１
－１８４４３４号公報には、画面の一部分だけを表示状
態とし、残りの部分を非表示状態にすることができる機
能を有した液晶表示装置において、制御回路にレジスタ
を設けておき、使用者が部分表示領域を自由に設定でき
ようにする液晶表示装置が記載されている。
【０００７】また、特開２０００－２７６０９３号公報
には、表示領域と非表示領域を有する部分表示機能を有
する液晶表示装置の駆動方法において、非表示領域に属
する走査線の各々に対し、スイッチング素子を非導通状
態とする非選択信号を、データ信号線に供給される信号
の中間値を基準として、1以上の垂直走査期間ごとに極
性反転して供給するようにした駆動方法が記載されてい
る。
【０００８】さらに、再公表特許ＷＯ９９／４０５６１
号公報には、表示画面の一部分だけを表示状態とし、他
の部分を非表示状態にすることができる機能を有した液
晶表示装置において、非表示領域に対しては、走査電極
への印加電圧を非選択電圧に固定し、信号電極への印加
電圧を少なくとも所定期間は、全画面オン表示又は全画
面オフ表示の場合と同様な電圧レベルに固定することに
より、部分表示状態での消費電力を低減することができ
ようにした液晶表示装置が記載されている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】携帯電話などの液晶表
示装置では、電源が電池であるため電池寿命が長くでき
るように低消費電力化が強く求められる。しかし、上述
したように液晶表示パネルの素子基板には画素電極に蓄
積容量が必要に応じて接続されて、印加された電圧を蓄
積保持するが、蓄積電荷がリークにより変動するためリ
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フレッシュが必要になるので、現在の携帯電話機等のパ
ーシャル表示機能を有するＴＦＴ液晶表示パネルでは非
表示部分においても通常と同じ走査を実施し、背景色と
して黒や白あるいその他の色を表示しており、低消費電
力化を実現することが難しかった。
【００１０】また、上記の特開平１１－１８４４３４号
公報の液晶表示装置は、使用者が部分表示領域を自由に
設定できようにするというものであり、特開２０００－
２７６０９３号公報の液晶表示装置の駆動方法は、非表
示領域に属する走査線の各々に対し、スイッチング素子
を非導通状態とする非選択信号を、データ信号線に供給
される信号の中間値を基準として、1以上の垂直走査期
間ごとに極性反転して供給するようにした駆動方法であ
り、また再公表特許ＷＯ９９／４０５６１号公報は、非
表示領域に対しては、走査電極への印加電圧を非選択電
圧に固定し、信号電極への印加電圧を少なくとも所定期
間は、全画面オン表示又は全画面オフ表示の場合と同様
な電圧レベルに固定することにより、部分表示状態での
消費電力を低減することができようにするというもので
あり、いずれにも表示・非表示領域に対するリフレッシ
ュタイミングを制御することにより、低消費電力化を図
ることについてはなにも記載がなく、非表示領域におい
ても通常と同じ走査を行っているものと考えられる。
【００１１】したがって本発明の目的は、部分表示機能
を備えた液晶表示装置において部分表示（パーシャル表
示）を行う際に、表示／非表示部分に対するリフレッシ
ュタイミングを制御することにより、表示に影響を及ぼ
すこと無く低消費電力化を実現することができる液晶表
示装置およびその駆動方法を提供することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】本発明によれば、液晶表
示パネルと、この液晶表示パネルの走査電極に選択電圧
を印加する走査線ドライバと、前記液晶表示パネルに表
示データの信号電圧を供給する信号線ドライバと、前記
液晶表示パネルの駆動に必要な電圧レベルを形成し前記
走査線および信号線ドライバに供給する駆動電圧形成回
路と、これら回路を制御する信号を形成し、その信号に
よって回路を制御するコントローラとを有し、表示領域
・非表示領域に分ける部分表示機能を有する液晶表示装
置において、前記表示領域および非表示領域部分の走査
電極の走査を時分割で行うように制御する時分割制御回
路を備えた液晶表示装置が得られる。前記時分割制御回
路は、フレーム期間毎の画面走査開始信号ＦＭＲと一走
査線選択信号ＣＬＹにより１フレームの走査期間をカウ
ントするラインアドレスカウンタ、非表示領域の分割数
を予め設定する分割数レジスタ、部分表示（パーシャル
表示）の走査期間を格納する表示アドレスレジスタ、表
示アドレスレジスタと分割数レジスタの出力から非表示
の走査ラインを分割演算する分割演算回路、表示アドレ
スレジスタと分割数レジスタの出力からゲート信号のア
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クティブ・非アクティブを制御する表示コントロールと
から構成されている。
【００１３】また、本発明は、液晶表示パネルの表示画
面の一部分のみを表示領域とし、他の部分を非表示領域
とする部分表示機能を有する液晶表示装置の駆動方法に
おいて、前記非表示領域を複数に分割し、１フレーム内
において前記表示領域の走査と分割された非表示領域の
少なくとも一つの領域の走査を行うことを特徴とする。
なお、何も走査しないフレームを挟み込んでもよい。
【００１４】さらに本発明は、液晶表示パネルの表示画
面の一部分だけを表示領域とし、他の部分を非表示領域
とする部分表示機能を有する液晶表示装置において、前
記表示領域および非表示領域部分の走査タイミングを任
意に指定可能な制御回路を備えることにより、前記表示
領域および非表示領域部分の走査タイミングを任意に指
定できるよう制御することを特徴とする。前記走査タイ
ミングの指定は、前記制御回路を構成する非表示部分の
分割数を指定する分割レジスタと走査するアドレスを格
納する表示アドレスレジスタと前記２つのレジスタから
と、フレーム期間毎の画面走査開始信号ＦＭＲと一走査
線選択信号ＣＬＹにより１フレームの走査期間をカウン
トするラインアドレスカウンタ、表示アドレスレジスタ
と分割数レジスタの出力から非表示の走査ラインを分割
演算する分割演算回路、表示アドレスレジスタと分割数
レジスタの出力からゲート信号のアクティブ・非アクテ
ィブを制御する表示コントロールにより行う。
【００１５】
【発明の実施の形態】次に本発明について図面を参照し
て詳細に説明する。図１は、本発明の第１の実施形態に
よる液晶表示装置の構成を示すブロック図である。１は
ＴＦＴ型の液晶表示パネルである。例として全画面で２
４０行×３２０列のドットが表示でき、たとえばＴＦＴ
液晶表示パネル１の画面上にある表示エリア８（斜線
部）の８０行×３２０列が部分表示している領域とし、
それ以外の領域は非表示エリア９の状態になっているも
のとする。
【００１６】次にゲートドライバ２は、複数の走査電極
に選択的に印加され選択期間に印加される選択電圧に応
じて導通し各画素に配置されるトランジスタのゲートの
導通電圧や非導通電圧を印加する走査線ドライバであ
り、ソースドライバ３は表示データＤｎ（図示せず）に
応じた信号電圧を導通したトランジスタを介して画素電
極にデータ信号を供給する信号線ドライバである。駆動
電圧形成回路４は液晶の駆動に必要な複数の電圧レベル
を形成し、ソースドライバ３やゲートドライバ２にそれ
ら複数の電圧レベルを供給する。各ドライバは供給され
た電圧レベルの中からタイミング信号や表示データに応
じて所定の電圧レベルを選択し、液晶表示パネル１の信
号電極や走査電極に印加する。
【００１７】コントローラ５はそれらの回路に必要なタ
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イミング信号ＣＬＹ，画面走査開始信号ＦＲＭや表示デ
ータＤｎを形成するＬＣＤコントローラであり、本液晶
表示装置を含んでいる電子機器のシステムバスに接続さ
れている。電源６は液晶表示装置の外部にあって、本液
晶表示装置に電力供給している電源である。
【００１８】時分割制御回路７は非選択部分の走査電極
の走査を、時分割で走査するように制御する。図２は、
その時分割制御回路の一実施例である。本液晶表示装置
を含んでいる電子機器のシステムバスより、部分表示
（パーシャル表示）の走査期間を格納する表示アドレス
レジスタ１２に表示走査期間のデータが入力されその出
力は分割演算回路１３に入力される。  同様に本液晶表
示装置を含んでいる電子機器のシステムバスは非表示エ
リアの分割数を予め設定する分割数レジスタ１１に入力
されその出力は分割演算回路１３に入力される。
【００１９】分割演算回路１３は１フレームの期間から
表示するエリアを減算し非表示エリアを求め分割数レジ
スタ１１から入力される分割数で割ることにより時分割
の期間ＢＵを求め、またコントローラ５より入力される
フレーム期間毎の画面走査開始信号ＦＲＭによりフレー
ム数をカウントしフレーム毎にＢＵを時分割で切り替え
表示コントロール１４に入力される。
【００２０】ラインアドレスカウンタ１０は、コントロ
ーラ５よりフレーム期間毎の画面走査開始信号ＦＲＭに
より初期化され一走査線選択信号ＣＬＹにより１フレー
ムの走査期間をカウントするカウンタで、その出力は表
示コントロール１４に入力されゲート信号とソース信号
のアクティブ・非アクティブを制御する制御信号ＨＯＮ
としてソースドライバ３とゲートドライバ２に入力され
る構成となっている。
【００２１】以下に、本実施形態の動作を図１～図３を
用いて説明する。動作は図３のフローチャートに従って
実行される。すなわち、最初にフレーム期間毎の画面走
査開始信号ＦＲＭ信号の判定を行い、ＦＲＭ信号がアク
ティブの場合Ｓｔｅｐ１においてラインアドレスカウン
タ１０を初期化を行い、ＦＲＭ信号が非アクティブの場
合はＳｔｅｐ２において一走査線選択信号ＣＬＹにより
ラインアドレスカウンタ１０のカウンタのインクリメン
トを行う。
【００２２】次に表示モードの判定を行い、通常表示モ
ードの場合は、Ｓｔｅｐ３においてソースドライバ３、
ゲートドライバ２共に通常の走査を行い表示する。部分
表示モード（パーシャルモード）の場合はＳｔｅｐ４に
おいて、システムバスより予め表示アドレスレジスタ１
２に設定された部分表示の開始ラインアドレスと終了ラ
インアドレスのデータを読み出す。これがパーシャル表
示の表示走査期間となり、表示アドレスレジスタ１２は
表示期間のラインアドレス選択信号ＰＤを出力する。
【００２３】次にＳｔｅｐ５において、システムバスよ
り非表示のエリアの分割数を予め設定されたる分割数レ
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7
ジスタ１１から分割数を読み出す。Ｓｔｅｐ６において
１フレームのライン期間から表示するライン期間を減算
し、非表示期間のライン数を求め分割数レジスタ１１か
ら入力される分割数で割ることにより、非表示期間は任
意の数に分割する処理と、Ｓｔｅｐ７においてフレーム
期間毎の画面走査開始信号ＦＲＭ信号によりフレームカ
ウントを行う処理と、もしフレームの判定を行いフレー
ムが変化したのなら、Ｓｔｅｐ８においてフレーム毎に
非表示期間を時分割で走査するラインアドレス選択制御
信号ＢＵを切り替える処理を分割演算回路１３では行
う。
【００２４】Ｓｔｅｐ９においては、表示期間のアドレ
ス選択信号ＰＤと非表示期間のラインアドレス選択制御
信号ＢＵのラインアドレス期間のみを走査し、１フレー
ムの周波数を変えることなく走査期間を少なくする処理
を表示コントロール１４は行う。
【００２５】これを図４の動作イメージ図で説明する
と、第一のフレームでは表示期間のアドレス選択信号Ｐ
Ｄと非表示期間のラインアドレス選択制御信号ＢＵの非
表示エリア１が１フレームの期間をかけて走査され、第
二のフレームでは表示期間のアドレス選択信号ＰＤと非
表示期間のラインアドレス選択制御信号ＢＵの非表示エ
リア２が１フレームの期間をかけて走査される。
【００２６】さらに第三のフレームでは表示期間のアド
レス選択信号ＰＤと非表示期間のラインアドレス選択制
御信号ＢＵの非表示エリア１が１フレームの期間をかけ
て走査するという様に繰り返され非表示期間は、フレー
ム毎に時分割で走査することになる。
【００２７】よって、１フレームの蓄積容量のリフレッ
シュを、時分割で行うことにより走査数が減るので消費
電流を下げることが出来る。また、表示期間以外の蓄積
容量のリフレッシュを、時分割で行うことにより走査数
が減るのでこれによっても消費電流を下げることが期待
できる。また液晶表示パネルの特性はパネル毎に異なる
ので、部分表示を表示アドレスレジスタを持つことによ
りソフト的に設定できる汎用性を持ち、非表示の部分を
分割数レジスタを持つことにより、消費電流と画質をＴ
ＦＴ液晶表示パネルの特性に合わせてソフト的に設定で
きる汎用性を持っている。
【００２８】一般的に消費電力（Ｐ）は、Ｐ＝ｆ・Ｃ・
Ｖｄｄ2で表される。ここで、ｆは動作周波数、Ｃは容
量、Ｖｄｄは電源電圧である。これから分かるように、
消費電力は動作周波数に比例する。つまり、走査期間を
減らした時に動作周波数を下げるようにするため、消費
電力が下がる。図１に示した実施の形態で考えると、全
画面表示に対して走査期間が２／３になるので、消費電
力も２／３となる。また分割数を液晶の特性により任意
に設定できることは言うまでもない。
【００２９】次に本発明の第２の実施形態を図５と図６
を用いて説明する。図5は第2の実施形態の動作のフロー
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チャート図であり、図6は動作イメージを示す図であ
る。時分割制御回路の基本的な構成は図２の実施例と同
様であるが、表示・非表示にかかわらず時分割で走査す
ることにより同様の効果をあげることが出来る。たとえ
ば動画を（１秒１０コマ）とした場合で考えると１００
ｍｓは静止画画面となる。今仮に液晶表示パネルの１フ
レームの周波数を６０Ｈｚとした場合は動画であっても
約６フレームは同一画面となることを考えると、表示・
非表示にかかわらず時分割で走査することにより同様の
効果をあげることが出来る。
【００３０】動作は図５のフローチャートに従って実行
される。すなわち、最初にフレーム期間毎の画面走査開
始信号ＦＲＭ信号の判定を行いＦＲＭ信号がアクティブ
の場合Ｓｔｅｐ１においてラインアドレスカウンタ１０
を初期化を行い、ＦＲＭ信号が非アクティブの場合はＳ
ｔｅｐ２において一走査線選択信号ＣＬＹによりライン
アドレスカウンタ１０のカウンタのインクリメントを行
う。
【００３１】次に表示モードの判定を行い、通常表示モ
ードの場合は、Ｓｔｅｐ３においてソースドライバ３、
ゲートドライバ２共に通常の走査を行い表示する。部分
表示モード（パーシャルモード）の場合はＳｔｅｐ４に
おいて、システムバスより予め表示アドレスレジスタ１
２に設定された部分表示の開始ラインアドレスと終了ラ
インアドレスのデータを読み出す。これがパーシャル表
示の表示走査期間となり表示アドレスレジスタ１２は表
示期間のラインアドレス選択信号ＰＤを出力する。
【００３２】次にＳｔｅｐ５において、システムバスよ
り非表示のエリアの分割数を予め設定されたる分割数レ
ジスタ１１から分割数を読み出す。Ｓｔｅｐ６において
１フレームのライン期間を、分割数レジスタ１１から入
力される分割数で割ることにより、１フレームの表示期
間を任意の数に分割する処理と、Ｓｔｅｐ７においてフ
レーム期間毎の画面走査開始信号ＦＲＭ信号によりフレ
ームカウントを行う処理と、もしフレームの判定を行い
フレームが変化したのなら、Ｓｔｅｐ８においてフレー
ム毎に表示期間を時分割で走査する様にラインアドレス
選択制御信号ＢＵを切り替える処理を分割演算回路１３
では行う。Ｓｔｅｐ９においては、時分割で切り替わる
表示期間のラインアドレス選択制御信号ＢＵのラインア
ドレス期間のみを走査し、１フレームの周波数を変える
ことなく走査期間を少なくする処理を表示コントロール
１４は行う。
【００３３】これを図６の動作イメージ図で説明する
と、第一のフレームでは１フレームを任意の数で分割し
た表示期間のラインアドレス選択制御信号ＢＵの時分割
１のエリアが１フレームの期間をかけて走査され、第二
のフレームでは１フレームを任意の数で分割した表示期
間のラインアドレス選択制御信号ＢＵの時分割２のエリ
アが１フレームの期間をかけて走査され、第三のフレー
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ムでは１フレームを任意の数で分割した表示期間のライ
ンアドレス選択制御信号ＢＵの時分割３のエリアが１フ
レームの期間をかけて走査され、第四のフレームでは１
フレームを任意の数で分割した表示期間のラインアドレ
ス選択制御信号ＢＵの時分割１のエリアが１フレームの
期間をかけて走査するというように繰り返され、表示・
非表示にかかわらずフレーム毎に時分割で走査すること
になる。
【００３４】よって、１フレームの蓄積容量のリフレッ
シュを、時分割で行うことにより走査数が減るので消費
電流を下げることが出来る。また、表示期間以外の蓄積
容量のリフレッシュを、時分割で行うことにより走査数
が減るのでこれによっても消費電流を下げることが期待
できる。また液晶表示パネルの特性はパネル毎に異なる
ので、部分表示を表示レジスタを持つことによりソフト
的に設定できる汎用性を持ち、非表示の部分を分割レジ
スタを持つことにより、消費電流と画質をＴＦＴ液晶パ
ネルの特性に合わせてソフト的に設定できる汎用性を持
っている。
【００３５】次に本発明の第３の実施形態を図７と図８
を用いて説明する。図７は第３の実施形態の動作のフロ
ーチャート図であり、図８は動作イメージを示す図であ
る。時分割制御回路の基本的な構成は図２の実施例と同
様であるが、リフレッシュ動作をフレーム毎に時分割制
御するのではなく数フレーム毎に実施することでも同様
の効果を上げることが出来る。
【００３６】動作は図７のフローチャートに従って実行
される。すなわち、最初にフレーム期間毎の画面走査開
始信号ＦＲＭ信号の判定を行いＦＲＭ信号がアクティブ
の場合Ｓｔｅｐ１においてラインアドレスカウンタ１０
を初期化を行い、ＦＲＭ信号が非アクティブの場合はＳ
ｔｅｐ２において一走査線選択信号ＣＬＹによりライン
アドレスカウンタ１０のカウンタのインクリメントを行
う。
【００３７】次に表示モードの判定を行い、通常表示モ
ードの場合は、Ｓｔｅｐ３においてソースドライバ３、
ゲートドライバ２共に通常の走査を行い表示する。部分
表示モード（パーシャルモード）の場合はＳｔｅｐ４に
おいて、システムバスより予め表示アドレスレジスタ１
２に設定された部分表示の開始ラインアドレスと終了ラ
インアドレスのデータを読み出す。これがパーシャル表
示の表示走査期間となり表示アドレスレジスタ１２は表
示期間のラインアドレス選択信号ＰＤを出力する。
【００３８】次にＳｔｅｐ５において、システムバスよ
り非表示のエリアの分割数を予め設定されたる分割数レ
ジスタ１１から分割数を読み出す。Ｓｔｅｐ６において
１フレームのライン期間から表示するライン期間を減算
し、非表示期間のライン数を求め分割数レジスタ１１か
ら入力される分割数で割ることにより、非表示期間は任
意の数に分割する処理と、Ｓｔｅｐ７においてフレーム
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期間毎の画面走査開始信号ＦＲＭ信号によりフレームカ
ウントを行う処理を行い、もしフレームの判定を行いフ
レームが変化したのなら、Ｓｔｅｐ８において、このフ
レームにて非表示エリアの走査を停止するかどうかの判
定を行う。
【００３９】もし停止するのであれば、非表示期間のラ
インアドレス選択制御信号ＢＵを非アクティブにしＳｔ
ｅｐ１０で表示期間のみの走査を行う。もし停止しない
のであればＳｔｅｐ９においてフレーム毎に非表示期間
を時分割で走査する様にラインアドレス選択制御信号Ｂ
Ｕを切り替える処理を分割演算回路１３では行う。Ｓｔ
ｅｐ１０においては、時分割で切り替わる表示期間のラ
インアドレス選択制御信号ＢＵのラインアドレス期間の
みを走査し、１フレームの周波数を変えることなく走査
期間を少なくする処理を表示コントロール１４は行う。
【００４０】これを図８の動作イメージ図で説明する
と、第一のフレームでは表示期間のアドレス選択信号Ｐ
Ｄと非表示期間のラインアドレス選択制御信号ＢＵの非
表示エリア１が１フレームの期間をかけて走査され、第
二のフレームでは表示期間のアドレス選択信号ＰＤのみ
を１フレームの期間をかけて走査され、第三のフレーム
では表示期間のアドレス選択信号ＰＤと非表示期間のラ
インアドレス選択制御信号ＢＵの非表示エリア２が１フ
レームの期間をかけて走査され、第四のフレームでは表
示期間のアドレス選択信号ＰＤのみを１フレームの期間
をかけて走査するというように繰り返され非表示期間に
おいて何も走査しないフレームを挟み込む走査方法よっ
て、１フレームの蓄積容量のリフレッシュを、時分割で
行うことにより走査数が減るので消費電流を下げること
が出来る。また、表示期間以外の蓄積容量のリフレッシ
ュを、時分割で行うことにより走査数が減るのでこれに
よっても消費電流を下げることが期待できる。
【００４１】また液晶表示パネルの特性はパネル毎に異
なるので、部分表示を表示レジスタを持つことによりソ
フト的に設定できる汎用性を持ち、非表示の部分を分割
レジスタを持つことにより、消費電流と画質をＴＦＴ液
晶パネルの特性に合わせてソフト的に設定できる汎用性
を持っている。またこの時、表示・非表示に関わらず何
も走査しないフレームを挟み込む走査方法を行っても良
いことは言うまでもない。
【００４２】
【発明の効果】以上詳細に述べたように、本発明によれ
ば、１フレームの蓄積容量のリフレッシュを、時分割で
行うことにより走査数が減るので消費電流を下げること
ができる、また表示期間以外の蓄積容量のリフレッシュ
を、時分割で行うことにより走査数が減るのでこれによ
っても消費電流を下げることが期待できる、さらには液
晶表示パネルの特性はパネル毎に異なるので、部分表示
を表示アドレスレジスタを持つことによりソフト的に設
定できる汎用性を持ち、非表示の部分を分割数レジスタ
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を持つことにより、消費電流と画質をＴＦＴ液晶表示パ
ネルの特性に合わせてソフト的に設定できる汎用性を持
っている、などの効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第1の実施形態の液晶表示装置を示す
ブロック図である。
【図２】本発明に用いる時分割制御回路を示すブロック
図である。
【図３】本発明の第1の実施形態の動作のフローチャー
トを示す図である。
【図４】本発明の第1の実施形態の動作のイメージを示
す図である。
【図５】本発明の第２の実施形態の動作のフローチャー
トを示す図である。
【図６】本発明の第２の実施形態の動作のイメージを示
す図である。
【図７】本発明の第３の実施形態の動作のフローチャー
トを示す図である。
【図８】本発明の第３の実施形態の動作のイメージを示
す図である。
【図９】ＴＦＴ液晶表示パネルの等価回路図である。 *
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*【符号の説明】
１    液晶表示パネル
２    ゲートドライバ
３    ソースドライバ
４    駆動電圧形成回路
５    コントローラ
６    電源
７    時分割制御回路
８    表示エリア
９    非表示エリア
１０    ラインアドレスカウンタ
１１    分割数レジスタ
１２    表示アドレスレジスタ
１３    分割演算回路
１４    表示コントロール
１１２    走査電極
１１３    信号電極
１１４    液晶層
１１７    トランジスタ
１１８    共通電位
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摘要(译)

解决的问题：在具有部分显示功能的液晶显示装置中实现低功耗，而将
显示功能分为显示区域和非显示区域，而不影响显示。 本发明的液晶显
示装置包括：液晶显示面板1，用于向液晶显示面板的扫描电极施加选择
电压的栅极驱动器2，以及将显示数据的信号电压提供给液晶显示面板的
源极驱动器。 如图3所示，驱动电压形成电路4形成驱动液晶显示面板所
需的电压电平并将该电压提供给栅极驱动器和源极驱动器，控制器5形成
控制这些电路的信号并进行控制。 提供了以时分方式控制非显示区域部
分中的扫描电极的扫描的时分控制电路7和电源6，并且通过减少扫描周
期来降低功耗。
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